
 

 

 

 

 

 

 

        1 月５日（金） ３学期始業式の話    校長 倉島茂見                               

 

 新年の始めに当たり、皆さんで、あいさつを交わしましょう。 

 明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

皆さんが元気に新年を迎え、３学期がスタートできることを嬉しく思います。先ほど、各学年の代

表生徒から、新年の具体的な抱負が語られました。そこには、新たな気持ちで志・目標を定め、実現

に向けての強い意志が感じられました。先生方は、生徒の皆さん一人一人の志・目標の実現に向けて

応援していきますので、安心して思いっきり挑戦してみましょう。 

さて、今年の干支（えと）は戊戌（つちのえ・いぬ」、１２支でいうと｢戌（いぬ）｣です。戌年の

特徴を調べてみると、歴史的な出来事が多くあり、社会に大きな影響を与えるような出来事が起きる

のが戌年の特徴と言われています。また、「申酉騒ぎ、戌笑う」という言葉もあります。申年や酉年

で意見が交錯し騒いでいたことが、戌年にはすべてうまく行くというような意味で使われます。皆さ

んにとって、そして豊田中にとって、笑顔いっぱいで何事もうまくいく、そんな年になるといいです

ね。 

さて、今、私は「なるといいですね」と言いました。この言い方だと、ちょっと力強さに欠けると

思いませんか。願ってはいるけど、自分が何かするといった感じがしません。「こんな年にしましょ

う」「こんな年にしていきます」と言うと、自分もがんばる、みんなも一緒にがんばろうといった感

じになってきますね。 

ピーター･ドラッカーという名前を聞いたことがありますか。20 世紀最高の経営学者と呼ばれてい

る方です。ベストセラーになった小説『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マネジメ

ント」を読んだら』のドラッカーと言えば、知っている人も多いのではないでしょうか。 

「未来はどうなるのか？」という質問に対し、ドラッカーはこう答えたと言われています。 

「未来を予測する最良の方法は、未来を自ら創り出すことだ」 

「今年はどんな年になるだろう」ではなく、「今年はこんな年にする」と言う決意が必要なんですね。 

さらに、自分が何かやるという決意だけでなく、未来の社会をどうしたいかといった個人に留まら

ない大きな理想や社会像をもつことの大切さを訴えていると、私は解釈しています。それは、本校で

言うところの「志」です。 

未来の社会については、例えば、「10～20 年程度で、ＡＩ（人工知能）などの発達により、人間が

行う仕事の約半分が機械に奪われるだろう（英オックスフォード大学 マイケル・A・オズボーン准教

授）」などの予想が語られ、書店にも多くの本が並んでいます。これらを聞くと不安にもなりますが、

何もせず、そんなＡＩが発達するわけがありません。発達させるのは、人間なのですから、人間が目

指したい未来社会を描き、そこにＡＩを取り入れよりよい社会にしようと考えるからこそ、その研究

開発に力が注がれ、発達していくのです。私たち１人１人が理想とする未来社会を描き、語り合い、

それに貢献するための自分の役割、責任を考えていく。このことの積み重ねによって、未来は創られ

ていくと私は思っています。 

 みなさんも、創り出したい未来をぜひ描いてください。戦争のない平和な世界、自然環境が守られ

た豊かな社会、などＳＤＧｓにあるような未来社会もありますが、この３学期、どんな学年、学級に

したいかも大切な未来社会です。学校教育目標「こころざしをもち、たくましく生き抜く生徒の育成」、

それぞれの学級目標など、そこにはこの１年間で達成を目指してきた姿、ある意味、未来社会が表さ

れています。３学期は、そこにたどり着く最後の３ヶ月です。１人１人が目標達成のための自分の役

割、責任を果たし、平成 29 年度を完結させましょう。 

皆さんにとって、豊田中にとって、大きな飛躍の年となることを祈っています。いや、そうしまし

ょう。そうします。 以上、式辞といたします。 
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表彰がありました 
髙松 正人  

平成 29 年度静岡県新体力テスト 優秀賞 

安間 朱音  

平成 29 年度静岡県新体力テスト 優秀賞 
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「志」花壇完成しました 
平成 29年 12 月 22日（金）、体育館南

の立志の庭に「志」をかたどった花壇が完

成しました。この花壇は、豊中サポーター

の岸さん、寺田さん、工藤さん、板山さん、

川原さんが本校職員の岩田と綿密な打

合せの下、２ヶ月をかけてつくりあげたも

のです。背後のパネルは美術部が飯田

先生の御指導の下、制作したものであり、

その１面には中村典子教諭の筆による校

歌の歌詞が書き込まれています。 

木の根を除きながら地面を掘り起こし、

土を入れ、志の文字を囲み、パネルに支

柱をつけて基礎を埋め込みながら設置し、

パンジーの苗を植えこんでやっと完成し

ました。 

立志の庭にあり、青春の塔のすぐ隣に

ある花壇です。ぜひ見に来てください。 

 

 

 

美術部によるパネルの制作 
 

花壇に志の文字の形作り 花壇にパンジーの植え込み 

パネルには片面に空と気球の絵が描かれています 

 

パネルのもう１つの片面には、富士山と山の風景の中に豊田中学校の校歌が書き込まれています 


